
明
治
前
期
の
小
学
教
員

1

と
く

に
補
助
員

・
授
業
生

に
つ
い
て
ー

宮

川

秀

学
制
で
は
大
学
区
に
は

「
毎
区
大
学
校

一
所

ヲ
置

ク
」
と
あ
る
が
、
全
国
七
大
学
区

の
う
ち
規
定
通

り
大
学
が
置

か
れ
た
の
は
第

一
大
学
区

の
東
京
だ
け
で
あ

っ
た
。

大
学
よ
り
も
急
を
要
す
る
も

の
と
し
て
、
文
部
省
が
各
大
学
区
に

一
校
ず

っ
設
置
し
た
の
が
官

立
師
範
学
校
で
あ

っ
た
か
ら
、

こ
れ
ら
師
範
学
校
の
生
徒

は
最
高

の
エ
リ

ー
ト
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
卒
業
時
に
は
全
員

の
氏
名
が
布
達

に
刷
ら
れ
て
全
国
に
配
布
さ
れ
た
。
明
治

十
年

二
月

に
は

「
教
員
養
成

ノ
事
業

ハ
漸
次
地
方
公
立
師
範
学
校

二
寄
化

ス
ベ
キ
」
(
文
部
省
達
第
三
号
輪
廓
付
)

こ
と
と
し
て
、
官
立
師
範
学
校
は
東
京
だ
け
を
残
し
て
他

は
す
べ
て
廃
止
し
た
が
、
官
立
に
代
る
府
県

立
師
範
学

校

の

生
徒
は
依
然
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
に
お
い
て
最
高
の

エ
リ
ー
ト
で
あ

っ
た
こ
と

に
変
り
は
な
い
。

と

こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
官
立
府
県
立
師
範
学
校
卒
業

の

エ
リ
ー
ト
教
員
は
、
末
端
の
村
々
の
小

学
校
に
は
全
く
無
縁

の
存
在
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
日
本
近
代
教
育
史
上

に
お
け
る
教
員

の
歴
史
に
登
場
す

る
の
は
、
こ
れ

ら
師
範
学
校
出
身
の

エ
リ
ー
ト
教
員
ば
か
り
で
あ

っ
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
明
治
前
半
期
、
教
育
行
政

の
い
わ

ば
試
行
錯
誤

の
時
代
に
、
末
端

の
村
々
に
あ

っ
て
日
本

の
小
学
校
教
育
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献
し
た
村

々
の
教
師
た
ち
は
、
世
界
に
誇
る
日
本

の
義
務
教
育
が
完
成
す

る

に

つ
れ
て
、
す

っ
か
り
忘
却
の
彼
方
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、

こ
の
埋
も
れ
た
井51
創
期
小
学
校
の
教
師
像
に
い
く
ら
か
で
も
光
を
あ
て
て
、
明
治
前
期
小
学
校

の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
の
参
考

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
う

の
で
あ
る
。

明
治
前
期
の
小
学
教
員

137一

岬噸



明
治
前
期
の
小
学
教
員

O

学
事
検
閲
概
況
に
み
る
小
学
教
師

ま
ず
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)
に
お
け

る
小
学
校
の
実
態
を
見
て
お
こ
う
。
兵
庫
県
で
は
明
治
十
七
年
十
二
月
、
兵
庫
県
学
事
検
閲
規
則

(
乙
第

一
九
三
号
)
を
制

定
し
て
、
翌
十
八
年

一
月
か
ら
こ
れ
を
実
施
し
た
。
教
育
令
な
ら
び
に
改
正
教
育
令
公
布
以
来
、
地
方
官

に
よ

っ
て
す
す
め
ら
れ
て
き
た
教
育

の
末
端

へ
の
滲
透
政
策

の

(
ユ
)

(
2
)

成
果
を
確
認
す
る
た
め
の
検
閲
で
あ

っ
た
。
そ
の
検
閲
の
復
命
書
は
兵
庫
県
学
務
課

の
発
行
す

る

『
兵
庫
県
教
育
雑
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
は
県

の
学
軒
検
閲

官

の
眼

に
映
じ
た
教
育
現
場
の
生

々
し
い
姿

で
あ
り
、
明
治
十
年
代

の
教
育

の
実
態
を
知
る
稀
有
の
史
料
と

い
え
よ
う
。

検
閲
は
神
戸
区
を
は
じ
め
と
し
て

.
区

一
九
郡
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
中
止
と
な
り
、
そ

の
復
命
書
も
、

こ
れ
を
掲
載
す
る

『
兵
庫
県
教
育
雑
報
』
(
以
下

駒雑

報
』
と

へ
3

)

略
記
す

る
)

に
欠

本
が
あ

る
た

め

に
、

こ

こ
に
紹
介

で
き

る

の

は

一
区

六
郡

に
関
す

る
も

の
の
み
で
あ

る

(
表

1
)
。

こ
れ
を
補

う
た

め

に
、
学
事
検

閲

と

は
別

に
、

郡

教 室 又 は 生 徒 数

1,072人

1,014人

358人

165人

373人

208人

430人

5教 室

8教 室

3教 室
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1,486人
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数1生 徒数(在籍数)

明
治
前
期
の
小
学
教
員

表2

郡

氷上郡小学校における教員補助員等配置状況

学区i学 校名lA教 員IB補 助員 授業生 助手及雇B/A組

(280)

(258)

(218)
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(注)B欄 中()を 付 したのは補助員 ・授業生を合わせた数を示す。

 

氷

L
、

郡

の
視
学
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
氷
上
郡
下
各
小
学
校
の
視
察
報
告
が
同
じ
く

『
雑
報
』

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
参
考

に
掲
げ

た

(表

2
)
。
こ
の
氷
上
郡

に

お

け
る
視
察
も
復
命
書

の
冒
頭

の
部
分
が
欠
け
て
い
て
不
明

の
点
が
多

い
が
、
後
期
定

期
試
験

の
臨
監
を
兼
ね
て
の
視
察
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
明
治
十
六
年

の
十
月

で
あ

(
4
)

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

さ
て
、
こ
の
表
1

・
表
2
は
各
小
学
校
に
お
け
る
教
員

の
配
置
を
示
し
た
も

の
で

あ
る
。
表
中

「
A
教
員
」
と
あ
る
の
は
有
資
格

の
教
員
で
、
当
時

は

一
等
訓
導
か
ら

七
等
訓
導
ま
で
あ

っ
た
。

「
B
補
助
員
授
業
生
助
手
及
雇
」
と
あ
る
の
が
、

正
規
の

資
格
を
持
た
ず
し
て
教
壇
に
立

つ
教
師
、
本
稿
に
お
い
て
ま
さ
に
論
じ
よ
う
と
す
る

対
象
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
差
し
当
り
次
の
二
点
だ
け
を
明
示
し
て
お
き
た
い
。

一
、
明
治
十
七
年
九
月
八
日
附
町
村
立
小
学
校
職
員
職
務
心
得

(
兵
庫
県
達
乙
第

一

四
〇
号
)
第

五
条

に
は

「
補
助
員
授
業
生

ハ
受
持
教
員
ノ
指
示

二
従

ヒ
其
教
授

ヲ

助

ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
。

二
、
明
治
十

五
年

一
月
十
三
日
附
町
村
立
小
学
校
教
員
任
免
規
則

(
兵
庫
県
達
甲
第

一
〇
号
)
第
十
条
に
は

「
補
助
員
及

ヒ
授
業
生

ノ
員
数

ハ
毎
校
教
員

ノ
三
倍

二
過

ク
ル
ヲ
許

サ
ス
」
と
あ
る
。

補
助
員
と
授
業
生
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
後
に
論
ず
る
と
し
て
、
い
ず
れ
も
正
規

の
教
員

で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
正
規
の
教
員
で
あ
る
訓
導

の
指
示
に
従

っ
て
訓

導

の
授
業
を
助
け
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
そ
の
数

は
、

正
規
の
教
員
で
あ
る
訓
導

の
数

の
三
倍
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
規
定
さ
れ
て

一140一
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い
た
・
助
手
及
雇

は
・
補
助
員

・
授
業
生
が

正
規

で
は
な
く
て
も
教
員
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
そ
の
補
助
員

.
授
業
生
に
も
及
ば
な
い
非
公
式

の
も

の
・
恐
ら
く
当
該
学
校
が
非
公
式
に
採
用
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
表

で
は
、
羅

報
』

に

需

助
員
九
人

(内
未
拝
命

ノ
著

κ
人
)
L
と
あ

る

「
未
拝
命
補
助
員
」
も

「
助

手
及
雇
」
の
中
に
含
め
た
。

ま
た
表
2
で
は
、

「
補
助
員
授
業
生
五
名
外

二
助
手
弐
名
し
と
い
う
よ
う

に
補
助
員
と
授
業
生
と
を
分
け

て
い
な
い
報
告
が
半
ば
近
く
を
占
め
、

吐

つ
毎
校
必
ず
授
業

生
が
存
在
す

る
の
に
対
し
て
、
表

1
で
は
授
業
生

の
存
在
が
き
わ
め
て
少

い
..
そ
れ
は
註
4
に
述
べ
た
明
治
十
七
年

の
学
区
の
大
統
八
口
に
よ

っ
て
多
く

の
小
愚介
校
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
関
連
す
る
・
小
学
校
の
廃
止

に
よ

っ
て
多
く
の
授
業
生
が

そ
の
職
を
追
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
表
1
は
そ
の
乃介
区
大
統
八
口
以
後

の
状
態
、

表
2
は
そ
の
統
合
以
前

の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
表
1
の
諸
ル
r
校
も

、
年

ほ
ど
前

ま
で
は
表

2
の
諸
学
校
と
同
様

に
多
く

の
授
業
生
を

か
か
、え
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
、.

以
ヒ
の
こ
と
を

ふ
ま
え
て
表

-

・
表

2
を
見
る
と
き
、
ま
ず
問
題
に
な
る
の
が
教
員
数
(
A
)
に
対
す
る
補
助
員
以
下

の
数
(
B
)
で
あ
る
。
兵
庫
県
の
小
学
校
教
員
任
免

規
則

「
毎
校
教
員

ノ
三
倍

二
過

ク
ル
ヲ
許

亥

」
窺

定

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一、褥

以
上
を
占

め
る
の
が
表
よ

、
は
一.=

校
中
L
校
を
、
表

9
モ

は

西

校
中

三

校
に

及
ん
で
い
る
・
教
員
数
(
A
)
が
補
助
負
以
下

の
数
(
B
)
を
上
ま
わ

っ
て
い
る
の
は
、
表

-
の
六
校

究

、
農
村
部

の
学
校
で
は
教
員

天

に
補
助
〔
ハ
.
授
茶

が

二
、
三

名
と

い
う

の
が

ご
く
普

通

の
姿

で
あ

っ
た

こ
と
を
物

語

っ
て

い
る
。

補
助
員

゜
授
業
生
は

「
受
持
教
員

・
指
示

二
従

ヒ
共
教
授
ヲ
助

ク
ル
モ
・
」
と
規
窪

・参

、
い
て
も
、
数
的
に
圧
倒
的
多
数
を
占

め
る
職
場
で
は
名
称
通
り
の
補
助
.貝

で
ぱ
あ

り
え
な

か

っ
た
・

「
教

員

.
人

二
補
助

員

二
人

ノ
割

合

ナ

レ
ト

モ
其

実
補
助

員

ニ
シ
テ
専

ラ
生
徒

ヲ
受

持

モ
乙

ノ
ル
ヲ
認

メ
タ
リ
」

(
広
根

恋

介
校

、

羅

報

』
第

二
〇

号
)

と

は
・

ど

の
学
校

の
検
閲

復
A叩
睦
目
に
も
見

ら
れ

る
も

の
で
あ
る
が

、

こ
の
広
根
小

学
校

(
川
辺
郡

)
の
場
ム
"
、
教
員

三
名

、
補
助
、呈

名

で
、
生

徒

は

西

組

、

八
教
室

に
分

か
れ

て
い
る
・
人

数

の
多

い
下

級

の
組

は

・
組

竺

教

室
を
占

め

た

で
あ

ろ
う
が

、
上
級

の
紅

墜

教
室

に
二
組

.
三
組
が
同

居

し
イ、
い
た

こ
と
に
な

る
。

そ

の
よ
う
歳
教
室

を
規
定

通

り
正
規

の
教

員

の
み

で
担

当
す

る
な

ら
ば
、

.
人

で

、
一な

い
し

三
教

室

の
授
業

を
受
持

つ
こ
と

に
な
る
。

し
か
も

正
規

の
教

員

は
補

助

員

の

監
督
喪

あ

任
務

の
中
に
あ
る
。
到
柴

可
能
な

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
教
員

・
補
助
員
合
わ
詰

、
八
人
で
八
教
室

の
授
業
を
受
持

つ
こ
〉
」
に
な
・。
の
は
当
然

の
な
り
ゆ
き

で
あ

っ
た
。
「
補
助

員

ト
受
持
教

員

ト
殆

ン
ト
区
別

ナ
キ

カ
如

シ
」

(伊
丹

小
学

校
、

『
雑
報
』
第

三
〇

号
)

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

西
宮
小
学
校

(武
庫
郡
)

の
場
合
も
教
・昊

名
、
補
助
員

三

名

(内

、一.名

柴

拝
愈

に
対
し
、
生
徒

は

、
八
組
、

6

両

人

で
あ

っ
た
か
ら
、
規
定
通
り
六
人

明
治
前
期
の
小
学
教
口貝

141
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明
治
前
期
の
小
学
教
員

の
教
員
だ
け
で
担
任
す
れ
ば

一
人
で
三
組
、

一
六
九
人
を
受
持

つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
教
員

・
補
助
員
合
わ
せ
て

一
入
人
が

一
人

一
組
ず

つ
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

検
閲
官
も

「
補
助
員

ノ
受
持
等

ハ
白

ラ
独
立
ト
ナ
ル
コ
ト

ハ
蓋

シ
免

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
結
果
ナ
リ
」
(
有
馬
郡
山
口
小
学
校
、

『
雑

報
』
第

三
二
号
)
と
報
告
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

あ
げ
く

の
果
て
は

「
間

々
補
助
員

ノ
ミ

ニ
テ
受
持
、
其
管
理
者

ノ
札
サ

へ
掲

ケ
サ
ル
モ
ノ
ァ
リ
」
(川
辺
郡
尼
崎
小
学
校
、
『
雑
報
』
第
三
〇
号
)
と
形
式
化
し
た
監
理

さ
え
拒
否
し
、
教
員

一
名
、
補
助
員
九
名

(
内
未
拝
命

の
者
六
名
)

の
開
成
小
学
校

(飾
東
郡
)
に
至

っ
て
は

「勢

ヒ
管
理
ノ
名

モ
附

シ
難
ク
反
テ
補
助
員
ガ
補
助
員
ノ

未
拝
命
者
ヲ
管
理

ス
ル
ヲ
見

ル
」
と

い
う
結
果
と
な
る
。

(
5
)

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
す
で
に
明
治
十
五
年

(
一
入
八
二
)
十

一
月
、
文
部
省
が
学
事
諮
問
会
を
開
催
し
た
時

の

「
示
諭
」
の
中
に
も

「
殊

二
現
今
教
員

其

人

二
乏

ク
、
到

ル
処
ノ
小
学
校

ハ
授
業
生
等

ヲ
羅
キ
教
授

ノ
事

ヲ
助

ケ
シ
メ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
其
甚

シ
キ

モ
ノ

ニ
至
テ

ハ
専
ラ
授
業
生

二
教
授

ノ
事

ヲ
負
担

セ
シ
ム

ル

モ

ノ

ア

リ
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
諮
問
会

の
後
三
年
を
経
て
も
事
態
は
少
し
も
変

っ
て
い
な
い
と

い

っ
て
よ
い
。

ω

初
期
の
無
資
格
補
助
教
員
ー

助
教

・
助
手

一] .42一

こ
の
学
事
検
閲
概
況

に
し
き
り
に
登
場
す

る
補
助
員

・
授
業
生
と
は

一
体
何
で
あ

っ
た
の
か
。
兵
廊
県
下

の
公
的
文
書

に
お
い
て

「
補
助
員
授
業
生
」
と
併
記
し
て
さ

か
ん
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
十
五
年
以
後

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
要
す

る
に
無
資
格
教
員

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
無
資
格
教
員
が
明
治
十
五
年

以
前
に
は
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
来
た
か
を
振

り
返

っ
て
み
ょ
う
。

学
制
公
布
以
来
各
地
に
小
学
校
が
開
設
さ
れ
る
が
、
ま
ず
ど

こ
で
も
苦
労
し
た
の
が
教
師

の
確
保

で
あ

っ
た
。
寺
子
屋
を
否
定
し
近
代
的
教
育
を
め
ざ
す
学
制

の
趣
旨

か
ら
、
小
学
校
の
教
師
は
和
洋
兼
修

の
士
が
望
ま
し
い
が
、
そ
の
よ
う
な
学
歴
の
士
は
た
や
す
く
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

い
き
お
い
寺
子
屋
師
匠

の
横
す
べ
り
が
多

く
な
る
が
、

一
方
で
文
部
省
は
教
導
職

の
学
校
兼
務
を
禁

止

(
明
治
六
年
文
部
省
達
第

一
一
五
号
)
し
た
か
ら
、
寺
子
屋
師
匠

の
供
給
源

で
あ

っ
た
神
官
僧
侶

の
横
す
べ

り
も
困
難
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
草
創
期

の
小
学
校
教
員

の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
各
地
で
補
助
教
員
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
川
辺
郡
伊
丹
小
学
校
で
も
、
明
治
六
年
六
月

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

 

の
日
附
を
も

つ
伊
丹
小
学
校
開
校
に
関
す
る
報
告

に
は
、

受
業
料
集
高
の
使
途
に
つ
い
て
、

「
右

ノ
集
金

ハ
、
教
員
其
佗
生
徒

ノ
内
助
教

二
役

シ
候
者
等
江
、
夫

々
等
級



　
に
リ

ゴ

ヲ
以
分

配
致

シ
」

(傍

点
筆
者

)

と
あ

り
、

つ
づ

い
て
同
年
九

月

三
十

口
の
私
学
開
業

願

に
は
、
四
人

の
教

負

の
履
歴

に

つ
づ
け

て
、

教

員
11
給

.
ケ
月

奉
吼
囮
口十

一
田口
五
十
銭

.
ケ
ハル
金

四
百
九

十

八
円

但
月

十

五
円

一
人

月
卜

円

一
人

月

六
円

一
人

月

κ
円

.
人

ド
　

ノ

月
三
円
助
教

一
人

月

二
円
五
十
銭
助
教

一
人

と
あ
る
・
月
十
κ
円
か
ら
五
円
ま
で
が
前
記
履
歴

の
教
員
四
人
の
も

の
で
あ
り
、
三
円
と
二
円
五
十
銭

の
助
教

二
人
は
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
れ
が
前
記

「
其

佗
生
徒

ノ
内
助
教

二
役

シ
候
者
」
に
当
る
の
で
あ
る
.
生
徒
を

「
助
教
」

の
名
称
で
教
師

の
補
助
に
使

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
飾
磨
県
下
の
赤
穂
で
も
、
明

治

六
年
ご
ろ
と
思
わ
れ

る
下
仮
屋
小
学
校
開
設

記
に
、

七
小
区
内
下
仮
屋
合
併
小
学
校
施
設
見
込

.
教
授
方

月
給
幾
円

(徹
購

蛎

教
授
方

月
難

円

(舗

緬

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ
　

ノ

但

シ
助

ノ
分

ハ
生
徒
中
者

ヨ
リ
撰

ヒ
出

ス

(
傍
点
筆
者
)

と
あ
り
、
摂
津
で
も
播
磨
で
も
、
生
徒
中

か
ら
選
ん
で
教
師

の
授
業
を
手
伝
わ
せ
る
も

の
を

「
助
教
」
「
助
教
授
」
と
呼
ん
で
い
た

こ
と
が
判
明
す

る
。

明
治
L
年
-卜
、
一月
八
日
の
丘
ハ庫
県
達
は

小
学
教
負
大
中
少
助
教

ノ
名

ヲ
廃

シ
、
伝
習
卒
業
之
者
学
力

品
行

二
応

シ
上
中
下
等
ヲ
分

チ
准
訓
導
可
中
付
、
其
余

ハ
助
手
ト
可
相

心
得
候
、
給
料
之
義

ハ
准
訓
導

目
9
)

八
円

ヨ
リ
少

カ
ラ
ズ
、
助
手

ハ
六
円

ヨ
リ
多
カ
ラ
ザ

ル
様
共
校
適
宜
支
給
可
致
、
此
旨
相
達
候
也

と
伝
え
て
い
る
。
廃
止
す
る
大
中
少
助
教
と
は
、
明
治

五
年
三
月
文
部
省
が
大
学

・
中
学

・
小
学
の
教
官
を
そ
れ
ぞ
れ
大
中
少
教
授
、
大
中
少
助
教

の
六
段
階
に
分
け
た

の
に
な
ら

っ
て
、
兵
庫
県
令
神

田
孝
平
が
右

の
小
学
教
師

の
六
段
階

の
う
ち
下
適
段

の
大
中
少
助
教

の
み
を
と

っ
て
、
兵
庫
県
小
学
教
師

の
等
級
と
し
た

の
で
あ

ろ
う
。

そ
カ
は
L
ご
、段
の
大
中
少
教
授

は
官
㍍
師
範
学
校
の
卒
業
生

に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
兵
肩
県

の
揚
合
さ
し
あ
た
り
必
要
が
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

明
治
前
期
の
小
学
教
員

一143一
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明
治
前
期
の
小
学
教
員

の
大
中
少
助
教
を
廃
し
て
、
上
中
下
三
等

の
準
訓
導

に
改
め
る
と
い
う

の
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
準
訓
導

の
資
格
を
得
る
た
め
の
条
件
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
伝

習
卒
業
之
者
」
で
あ
り
、
そ
の
学
力
品
行
に
よ

っ
て
上
中
下

の
三
等
に
分
け
ら
れ
る
。
兵
庫
県
で
は
明
治
七
年
十
月

に
神
戸
師
範
伝
習
所
を
開
設
し
て
小
学
教
師

の
養
成

に
着
手
し
た
。
教
員
養
成
は
緊
急

を
要
す

る
こ
と
で
あ

る
か
ら
伝
習
所
は
二
ヵ
月
な
い
し
七
ヵ
月

の
短
期
養
成
で
あ

っ
た
。

こ
の
伝
習
所

で
伝
習
を
終
了
し
た
も

の
が
準

訓
導
に
任
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
準
訓
導

の
み
あ

っ
て
訓
導
が
な
い
の
は
、
こ
れ
も
大
中
少
教
授

の
場
合
と
同
様
、
訓
導
と
な
る
の
は
官
立
師
範
学
校
の
卒
業
者
に
限
ら

れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
兵
庫
県

で
は
、
伝
習
所

で
師
範
伝
習
を
卒
え
た
も
の
が
準
訓
導
と
呼
ば
れ
る
有
資
格

の
教
員
で
、
そ
れ
以
外

の
無
資
格
教
師
は
す
べ
て

「
助
手
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
助
手
に
つ
い
て
の
規
定
は
見
ら
れ
な
い
が
、
生
徒
の
中
か
ら
選

ん
で
手
伝
わ
せ
る
も
の
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
前
述

の
伊
丹

小
学
校

や
赤
穂
の
下
仮
屋
小
学
校

に
お
け
る

「
助
教
」
高

じ
で
あ

っ
た
と
堂

て
よ
い
・

そ
の
こ
と
は
・

「
伊
丹
小
学
校
諸
取
調

の
下
麹

中
の
明
治
八
年
五
月
二
+

九
日
の
日
附
を
有
す
る
文
書
に

「
助
教
」
と
し
て
登
場
す
る
岡
崎
塵

と
上
野
新
+
郎
と
が
、
同
じ
頃
の

「
鞘

人
名
辮
ご

「
助
手
」
の
肩
書
で
記
警

れ
て
い
る
こ

と
を
見

て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
即
ち
こ
の
段
階
で
は

「
助
教
」
も

「
助
手
」
も
同
じ
意
味

で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ

い
。

と
こ
ろ
が
明
治
八
年
十

二
月
二
十
八
日
、
飾
磨
県

で
は
飾
磨
県
公
立
学
校
教
員
等
級
井
月
給
表

(
乙
第

一
二
四
号
)
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
は
表

3
に
示
す
と
お
り
、
教

表3飾 磨県公立学校教員等級井月給表

給月訓 導1準 訓導2助 教

円 銭
30

25

20

15

12

10

Q
ゾ

8

7
置

ρO

rO

4
ム

ら
Q

2.50

2

1.50

1

50

1等

2等

3等

4等

5等

 

等

等

等

等

等

等

等

等

1

2

3

4

5

6

7

8

1等

2等

3等

4等

5等
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員

は
訓
導

・
準
訓
導

・
助

教

の
三
段
階

に
大

別
さ

れ
、
そ

淑

そ

れ
等

級

に
応

じ

た
月
給

が

示
さ
れ

て
い
る
。

準
訓

導

は
後

述
す

る
よ

う

に
、
後

に
は
別

の
意
味

を
も

っ
て

使
用

さ
れ

る
が
、

こ
こ
で
は
月

給

の
ラ

ン
ク
か
ら
見

て
明

か
な

よ
う

に
全

く
訓
導

の
下
位

に
あ

る
も

の

で
あ

る
。

そ

の
準

訓
導

の
下

に
助
教
が

あ

り
、

こ
れ
も

一
等
助
教

か
ら

五
等
助

教
ま

で
あ

る
。
そ

の
助

教

の
月

給

は

一
等
助

教

で
も

二
円

五
〇

銭

と
き
わ

め

て
低

く
、
既

に
述

べ

て
き

た

「,助
手

」
と

同
じ
と

も
考

え

ら
れ

る
が

、

一
等

か

　
　

ぜ

ら
五
等
ま
で
等
級
が

つ
け
ら
れ
る
と
、
助
手
よ
り
は

一
段
高
い
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。

い
か
に
も
典
型
的
官
僚
森
岡
〔
純
の
や
り
そ
う
な

こ
と
と
考

え
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
翌
九
年
八
月
に
は
飾
磨
県
は
兵
庫
県
に
合
併
さ
れ
、
こ
の
飾
磨
県
権
令
森
岡
昌
純
が
兵
庫
県
権
令
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
教
員
等
級

は
兵
庫
県
に
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

明
治
十
年

に
な
る
と
、
「
助
教

及
助
手
」
あ
る
い
ぱ

「
教
官
助
教
助
手
御
中
」
な
ど
と
あ

っ
て
、
助
教
と
助
手
と
が
同

一
で
は
な

い
こ
と
を
思
わ
せ
る
文
書
が
口
立

つ
。

そ
し
て
同
年

六
月
三
十
日
、

も

も

一
時

雁
助
手

願

メロ
ヘヒ
し
ト
ド
　に
　を

　
ノみ
り

き
エ

摂

津
国

第

+

四
区

東
多

m
村

六
十

二
番

戸

藤
井

金
之

介

十
年

八

ケ
月

八
十

一
番
戸

西
村
義
孝

満
f
二
年

へ

も

当
樹
教
員
不
足

二
付
訓
導

及
助
教
相
雇
度
候
得
共
学
区
内
貧
民
不
少
因
テ
R
的
之
法
方
も
無
之

二
付
相
雇
兼
候
問
、
右
之
者
月
給
金
壱
円
之
割

ヲ
以

.
時
相
雇
度
候

問
御
聞
届
ケ
御
採
用
被
下
度
此
段
奉
願
候
也

(
傍
点
筆
者
)

と
の
願
書
が
川
辺
郡
平
野
小
学
校
長
西
村
仙
蔵
か
ら
学
区
取
締

に
出
さ
れ
て
い
る
。
村
内
貧
民
多
く
訓
導
や
助
教
を
雇
う

こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
わ
ず

か

一
円
の
給
金

で
助
手
二
人
を
雇

い
た

い
と
い
う

の
で
あ
る
。
助
教
と
助
手
と

の
相
違
を
明
確
に
示
す
史
料
で
あ
る
。

ち
な
み
に
助
手
採
川
候
補

の
藤
井
金
之
介

の
47
齢
十
年
八
ヵ
月

は

十
二
年
八
ヵ
月
の
間
違

い
で
あ
り
、
同
じ
年
齢

の
西
村
義
孝
と
と
も
に
同
校
下
等
全
科
を
卒
業

し
て
、
上
等
第
八
級
に
在
学
中
の
生
徒
で
あ
る
。
「
両
名

ハ
尤
修
学

専

務

(12
)

(補
注
)

之
生
徒

二
候
得
共
爾
後
教
師

二
熟
談

シ
時
間
外

二
嚇
修
業
為
致
学
術
進
歩
不
後
様
注
意
仕
候
問
、
何
卒
願
之
通
御
採
用
被
下
度
」
と
再
度

の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

〔
B

)

そ
し
て
、
明
治
十

一
年
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
兵
庫
県
播
磨
国
赤
穂
郡

の

-
第

二
小
区
区
会
原
案
」
は

「
助
教
」
の
地
位
を
決
定
的
な
も
の
と
す
る
。

こ
の
区
会

は
学
区
統

合
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
第

二
小
区
全
体
を

一
学
区

に
統
合
し
て
、
上
下
等
全
科

(
八
力
年

)
揃

っ
た
本
校
を
上
郡
村

に
置
き
、
そ
の
尚
辺
に

一
二
の
附
属
校

(
分

明
治
前
期
の
小
学
教
員
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明
治
前
期
の
小
学
教
員

校
)
を
配
概
す
る
計
画
で
あ

る
。
そ
の
附
属
校

は
E
等
第
五
級
ま
で

(
六
力
年
)
の
学
校

一
、
下
等
全
科

(
四
力
年
)

の
を
六
校
、
下
等
半
級

(
ニ
カ
年
)

の
を
五
校
と

(
14
)

す
る
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
き
わ
め
て

ユ
ニ
ー
ク
な
統
合
計
画
で
あ
る
。
そ
の
教
員
の
配
置

は
準
訓
導

二
等
以
下

]
名
、
同
三
等
以
下
二
名
の
合
わ
せ
て
三
名
だ
け
が

有
資
格

の
準
訓
導

で
、
本
校

に
二
名
、
第

二
附
属
校

(
六
力
年
)
に

一
名
配
概
す
る
。
あ
と
は

一
等
助
教

一
〇
名
、

二
等
助
教
四
名
、
三
等
助
教
七
名
、
四
等
助
教

・
五

等
助
教
が

お
の
お
の

=

一名
ず

つ
、
計
四
五
名
を
本
校
な
ら
び
に
附
属
校
に
配
羅
す
る
。
し
た
が

っ
て
附
属
校

一
二
校

の
う
ち

一
一
校
ま
で
が
助
教
だ
け
の
学
校
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

こ
の
計
画
が
実
現
し
た
気
配
は
な
い

(
恐
ら
く
県
が
認
め
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
)
が
、
こ
の
計
画
は
助
教
が
事
実
上
準
訓
導
と
同
等

の
活
動
を
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
も
は
や
単
な
る
助
手
で
は
な
い
。
助
教
と
助
手
と

の
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
補
助
員
と
授
業
生
と
の
関
係
と
似
た

も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

口

教
員
資
格

の
明
確
化
と
補
助
員

・
授
業
生

明
治
九
年

(
]
八
七
六
)
七
月
十
日
、
兵
庫
県

は
甲
第
六
七
号
達

で
、
官
立
師
範
学
校
お
よ
び
師
範
伝
習
所

の
卒
業
証
書
を
有
し
な
い
も

の
は
す
べ
て
県
が
実
施
す

る

学
力
検
定
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
受
験
資
格
は
大
約

一
八
歳
以
上
と
し
た
。
早
速
同
年
八
月

二
十

一
日
か
ら
九
月

一
日
に
至
る
ま
で
師
範
伝
習
所
と
西
宮

・

伊
丹

・
三
田
の
各
小
学
校
と

の
四
ヵ
所
で
試
験
を
実
施
し
た
。

こ
れ
以
後
も
毎
月

一
回
第

]
土
曜
日
に
試
験
を
行
う
こ
と
に
し
、
明
治
十
年

一
月
以
降
は
合
格
証
書
不
所

持

の
も

の
は
管
内
小
学
校
教
員
た
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
し
た
。

こ
れ
は
教
員
資
格

に
つ
い
て
兵
庫
県
と
し
て
は
は
じ
め
て
の
ぎ
び
し
く
明
確
な
規
定
で
あ

っ
た
。
こ
の

検
定
試
験
に
合
格
し
た
教
員
が
訓
導

・
準
訓
導

の
い
ず
れ
に
任
ぜ
ら
れ
る
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
検
定
試
験
合
格
者
は
準
訓
導
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十

二
年

(
一
八
七
九
)
九
月

二
十
九
日
教
育
令
が
公
布
さ
れ
、
そ

の
第

三
七
条

に
は

「
教
員

ハ
男
女
ノ
別
ナ
ク
年
齢
十
八
年
以
上
タ
ル
ベ
シ
」
と
あ

っ
た
。
す

で

に
兵
庫
県
は
教
員
学
力
検
定

の
受
験
資
格
を

一
八
歳
以
上
に
制
限
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
翌
十
三
年

一
月
文
部
省
に
伺
を
出
し
、
そ
の
回
答
を
得
て
い
る

(文
部

省
日
誌

明
治
十
三
年

第
三
号
)
。

(
兵
庫
県
伺
)

]
月
九
日

教
育
令
第
三
十
七
条
男
女
教
員
年
齢

ノ
制
定
有
之
候
処
、
寒
村
僻
地

二
於

テ

ハ
資
力
乏
敷
充
分
之
教
員
数
名
聰
用
候
義
実
際
難
被
行
、
為

二
教
授
上
差
支
候

二
付
、

尋
常
教
員
之
外
年
齢
十
八
年
已
下

ト
難

モ
品
行
方
正
相
当

ノ
学
力

ヲ
有

ス
ル
モ
ノ

ハ
聰
用
致
度
旨

ヲ
以
テ
追

々
伺
出
候
向

モ
有
之
、
事
実
無
余
儀
相
聞
候

二
付
、
右
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等
ノ
モ
ノ
ニ
限
リ
当
分
.雁
又

ハ
補
助
負
等

ノ
名
儀

ヲ
以
テ
教
授
為
致
候
様
仕
度
候
条
、
特
別
之
御
愈
議
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

(
指
令
)

一
月
二
十
日

書
而
伺
之
趣

ハ
年
齢
十
八
年
未
満

ノ
モ
ノ
ト
難
教
負

ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
雇
又

ハ
補
助
員
等

ノ
名
義
ヲ
以
テ
授
業

ヲ
助

ケ
シ
ム
ル
儀

ハ
妨

ナ
キ
儀

ト
可
心
得
事

こ
の
指
令
を
得
た
県

は
早
速
同
月

二
十
九

日
管
下
郡
区
役
所
宛
に
乙
第

二
四
号
を
達
し
た
。

教
員

ノ
義

ハ
教
育
令
第
三
十
七
条

ノ
趣

モ
右
之
候
処
実
地
不
得
已
校

二
限
リ
年
齢
十
八
年
未
満

ノ
モ
ノ
ト
難
ト
モ
学
力
相
当

ノ
者

ハ
扉
又

ハ
補
助
員

ノ
名
義
ヲ
以

テ

授
業

ヲ
助

ケ
シ
ム
ル
儀

ハ
妨

ナ
キ
筈

二
候
条
為
心
得
此
旨
相
達
候
事

教
員

の
資
格
を
ぎ
び
し
く
規
制
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
正
規

の
教
員

の
採
用
は
困
難
に
な
る
、
い
き
お
い
無
資
格
教
員

の
採
用

に
つ
い
て
村

々
か
ら
の
嘆
願
が
相
次
ぐ
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
県
か
ら
文
部
省
に
伺

い
出

て
、
無
資
格
教
只
雁
川

の
お
墨
附
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
の
伺

い
書

の
中

に
は
じ
め
て

「
雇
又
は
補
助
員
」
な
る
名

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

称
が
登
場
す
る
。
た
だ
し
県

の
伺

い
が

「
雇
又

ハ
補
助
員
等
ノ
名
義
ヲ
以

テ
教
授
為
致
候
様
」
と
あ
る

の
に
対
し
て
、
文
部
省
の
指
令
が

「
.雁
又

ハ
補
助
員
等

ノ
名
儀

ヲ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

以

テ
授
業
ヲ
助

ケ
シ
ム
ル
儀

ハ
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
補
助
員
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
..
そ
し
て
こ
の
補
助
負

の
登
場
と
と
も
に
助
教

の
名
称
は
姿
を

消

し
た
よ
う

で
あ
る
。

次

い
で
翌
十
四
年

一
月
、
学
事
年
報
調
整

の
た
め
の
記
載
事
項

の
説
明

に
つ
い
て
、
県
か
ら
郡
区
役
所
学
務
委
員

へ
の
達
乙
　第

一
四
号

に
は
、
さ
ら
に

一
層
明
確
な
規

定
が
示
さ
れ
る
○

小
学
教
員
に
つ
い
て
は

「
公
学

ハ
師
範
学
科
卒
業
証
書

ヲ
有

ス
ル
乎
又

ハ
本
県
学
力
証
明
状

ヲ
有

ス
ル
モ
ノ

ニ
限
ル
」
、
そ
し
て
さ
ら
に

「
師
範
学
校
卒
業

ノ
モ
ノ

ト

本

県
証
明
状
所
有

ノ
者
ヲ
区
別

ス
ベ
シ
」
と
あ
る
。

こ
の
区
別
が
訓
導
と
準
訓
導
と
の
相
違
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、

こ
の
頃
す

で
に
こ
れ
ま
で
の
準

訓
導

は
姿
を
消
し
た
様
で
あ
る
。
や
が
て
従
来

の
そ
れ
と
は
性
格
を
異

に
す
る
準
訓
導
が
登
場
す
る
。

小
学
補
助
員
に
つ
い
て
は

「
公
学

ハ
教
育
令
第
三
十
七
条
第
三
十
八
条

ノ
格

二
合
セ
ス
シ
テ
授
業

ノ
任

ニ
ア
ル
モ
ノ
都
テ
此
項

二
記
載

ス
ベ
シ
」
と
あ
る
。
教
育
令
第

三

七
条

は
先
述

の
年
齢
制
限

で
あ
り
、
第
三
八
条
は

「
公
立
小
学
校
教
員

ハ
師
範
学
校

ノ
卒
業
証
書
ヲ
得

タ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
但
師
範
学
校

ノ
卒
業
証
書
ヲ
得

ス
ト
難

モ
教

員

二
相
応

セ
ル
学
力
フ
有

ス
ル
モ
ノ

ハ
教
員
タ
ル
モ
妨

ケ
ナ
シ
」
で
あ
る
。

こ
の
ニ
カ
条

に
合
わ
ず
し
て
授
業
の
任

に
あ
る
も

の
ぱ
す

べ
て
補
助
員
と
し
て

一
括
処
理

さ
れ
る
。
兵
庫
県

で
は
こ
の
補
助
員

の
名
称

の
み
が
専

ら
川

い
ら
れ
、
ま
だ
授
業
生
な
る
も

の
は
登
場
し
て
い
な

い
。

明
治
前
期
の
小
学
教
員
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明
治
前
期
の
小
学
教
員

明
治
十
三
年
十
二
月

二
十
八
日
教
育
令
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ

に
も
と
つ

い
て
文
部
省
は
翌
十
四
年
七
月
八
日
小
学
校
教
員
免
許
状
授
与
方
心
得

(文
部
省
達
第

二
四
号

輪
廓
附
)
を
定
め
た
。
こ
こ
に
も
本
稿

に
関
係
す
る
条
目
が

二
件
あ
る
。

一
つ
は
準
訓
導

に
関
す
る
規
定

で
、

こ
こ
に
登
場
す
る
準
訓
導
と
は
、
唱
歌

・
体
操

・
裁
縫

・

家
事

.
経
済
等
の
学
科
に

つ
い
て
、

一
学
科
も
し
く
は
数
学
科

の
み
の
免
許
状
を
認
め
、
こ
の
種

の
制
限
さ
れ
た
免
許
状
を
右
す

る
教
員
を
準
訓
導
と
称
す
る
こ
と
に
な

(
15

)

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格

の
準
訓
導

は
東
京
府

の
小
学
校
に
お

い
て
明
治
十
年
以
来
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
準
訓
導
が
こ
の
よ
う
な
性
格
の
も

の

と

な

れ

ば
、
師
範
学
校
卒
業
者
も
学
力
検
定
試
験

の
合
格
者
も
と
も
に
訓
導
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
明
治
十
年
以
降
官
立
師
範
学
校

は
東
京
以
外

は
す
べ

て

廃

止

さ

れ
、
教
員
養
成
は
地
方
公
立
師
範
学
校
が
中
心
と
な

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
授
業
生

の
登
場

で
あ
る
。
小
学
校
教
員
免
許
状
授
ケ
方
心
得
第
七
条

に

「
訓
導
準
訓
導

二
附
属

シ
授
業
生
等

ノ
名
ヲ
以
テ
其
授
業

ヲ
助

ク
ル
者
ノ
学
力

ヲ

検
定

ス
ル
ト
否
ト

ハ
地
方

ノ
便
宜
タ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
授
業
生

は
、
東
京
府
が
明
治
三
年
三
月
に
開
設
し
た
六
つ
の
小
学
校
を
、
翌
四
年
十

一
月
文
部
省
が

こ
れ
を
直

轄
の
小
学
校
と
し
た
と
き
、
こ
の
小
学
校

の
教
師
を

「
文
部
省
小
学
訓
導
」
お
よ
び

「
文
部
省
小
学
授
業
生
」
と
命
名
し
た
。
や
が
て
小
学
校

で
は
有
資
格
の
教
員
が
訓

(
16

)

導
、
無
資
格
の
教
ロー4
が
授
業
生

・
助
教
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
助
教
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
兵
庫
県
下

で
も
数
多
く
見
ら
れ
た
が
、
授
業
生
は
兵
庫
県
下

で
は
あ

ま
り
見
な
れ
な
い
。
わ
ず

か
に
明
治
九
年
十
二
月
、
淡
路

・
但
馬
両
国

の
各
区
宛

に
出
し
た
県
達
丙
第

二
四
三
号
で
、
教
育
事
務
中
学
区
取
締

に
委
任
す
る
項
口
を
あ
げ

た
中
に

「
附

タ
リ
、
授
業
生
又

ハ
予
備
教
員
ヲ
進
退
ス
ル
コ
ト
」
と
あ

っ
た
。
他
に
同
じ
よ
う
な
達

は
見
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
淡
路

・
但
馬

の
両
地
方

に
限

っ
て
授

業
生
な
る
用
語
が
使
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
兵
庫
県
は
文
部
省

へ
の
伺

(
明
治
十
五
年
)

の
中

で

「
従
来
本
県

二
於
テ

ハ
補
助
員
及
授
業
生
ナ

ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
史
料
の
面
で
は
授
業
生
は
明
治
十
五
年
以
後
急

に
多
く
出
て
来
る
用
語

で
あ
る
。

と
に
か
く
文
部
省
の
布
達
に
授
業
生
な
る
名
称
が
使
用
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
授
業
生
の
学
力
検
定
が
地
方
官

に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
兵
庫
県
と
し
て
も
明
治

十
五
年

一
月
十
三
日
町
村
立
小
学
校
教
員
任
免
規
則

(
甲
第

一
〇
号
)
を
制
定
し
た
。
そ
の
第
九
条

に
は
、

教
員
ノ
外
補
助
員
若
ク

ハ
授
業
生
ノ
名

ヲ
以
テ
教
員

二
属

シ
授
業

ヲ
助

ケ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
其
姓
名
履
歴
ヲ
具

シ
テ
郡
区
長
ノ
認
可
ヲ
経

ヘ
シ

但
認
可
ノ
方
法

ハ
郡
区
長

二
於

テ
適
宜
相
定

メ
県
令

ノ
裁
可
ヲ
得

テ
施
行
ス

ヘ
シ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

と
あ
る
。
文
部
省
の
免
許
状
授
与
方
心
得
に
は

「
授
業
生
等
」
と
あ
る
の
を
兵
庫
県

の
規
則
で
は

「
補
助
員
若
ク

ハ
授
業
生
」
と
改
め
た
と
こ
ろ
が

ミ
ソ
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
認
可
に

つ
い
て
は
、
文
部
省
か
ら
県
令

へ
、
県
令
か
ら
郡
長

へ
と
た
ら
い
廻
し
で
あ

っ
た
。
た
だ
県
令
と
し
て
は
、
第

一
〇
条

に
お
い
て

「
補
助
員
及

ヒ
授
業
生

一148-一 一
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ノ
員
数

ハ
毎
校
教

員

ノ
三
倍

二
過

ク

ル
ヲ
許

サ

ス
ー

と
、

人
数

の
上

で

の
歯

止

め
を

か
け

た
。

'

17

県
か
ら
の
た
ら

い
廻
し
を
受
け
て
、
川
辺
郡

で
は
早
速
同
年
二
月

二
十
日
、
町
村
立
小
学
校
補
助
負
任
免
規
則

(庚
第

一
号
)
を
制
定
し
た
。

第

一
条

補
助
員

ヲ
雇
入

レ
ン
ト
ス
ル
ト
キ

ハ
学
務
委
員

二
於

テ
其
学
力
品
行

ヲ
審
査

シ
族
籍
姓
名
俸
給

ヲ
記
載

シ
履
歴
書

ヲ
添

へ
郡
長

二
伺

ヒ
出

ッ

ヘ
シ

第

二
条

品
行
不
正
ノ
者

ハ
補
助
員
タ
ル
ヲ
許
サ
ス
即
左

ノ

一
款
若
ク

ハ
数
款

二
触

ル

・
者

ハ
品
行
不
正
ト
認

ム
ヘ
シ

(
下
略
)

こ
う
し
て
よ
う
や
く
郡
長
の
手
に
よ

っ
て
補
助
員
以
下
無
資
格
教
員
の
掌
握
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ダ
め

へ

つ
づ
い
て
同
年
十
月

二
十
七
日
、
い
よ
い
よ
前
記
補
助
員
任
免
規
則

の
実
施
に
当

っ
て

「
従
前
勤
続
之
者

モ
此
際

一
時
経
伺

ス

ヘ
キ
義
ト
可
相
心
得

コ
ト
」

(庚

第

一
「
18

)

七
号
)
と
達
し
て
掌
握
洩
れ

の
な

い
よ
う
念
を
押
し
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月

、
日
に
は
、
補
助
員
以
下

の
審
査
に
当

る
学
務
委
員

の
た
め
に
補
助
員
堰
用
法

調

査

内

規

(庚
第

二

一
号
)
を
定

め
た
。

一
学
力

ハ
小
学
中
等
科
卒
業
以
ト

ノ
吾
タ

ル
ベ
シ

一
給
料

ハ
金
六
円
以
下

タ
ル
ベ
シ

一
任
免

ハ
郡
長

二
於

テ
辞
令
書

ヲ
下
附

ス
ベ
シ

と
.。
長

い
間
文
部
省
か
ら
も
県
か
ら
も
顧
ら
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
来
た
無
資
格
教
員
が
、
よ
う
や
く
郡
長
の
手
に
よ

っ
て
掌
握
ギ、」淑
、

一
定

の
規
準

が

与

え

ら

れ
、
教
育

の
場
に
お
け
る
彼
ら

の
存
在
に
も
よ
う
や
く
陽
が
当

り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

兵
庫
県
も
ま
た
同
年
十
月

二
日

「
学
校
授
業
生
助
手
等

ノ
行
為

ハ
生
徒
教
養
上

二
影
響

ス
ル
不
砂
儀

二
付
」
授
業
生
助
手
等

は

「
総

テ
教
負

二
準

シ
不
都
合
無
之
様
取

締
致

ス

ヘ
シ
」
の
達

(
乙
第
八
九
号
)
を
出
し
た
。
補
助
員
以
下
無
資
格
教
員

の
影
響
が
よ
う
や
く
無
視

で
き
な
く
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
小
学
校
教
員
免
許
状
授
与
方
心
得
に
よ

っ
て
は
し
な
く
も
文
部
省
の
用
語
と
県

の
用
語
と
の
く

い
違
い
が
明
ら
か
に
な

っ
た
兵
庫
県

で
は
、
文
部
省

の

「
授
業

生
等
」
を

「
補
助
員
若
ク

ハ
授
業
生
」
と
修
正
し
て
規
則
を
制
定
し
た
も

の
の
、
そ

の
翻
臨
は
正
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
『
文
部
省
日
誌
』
明
治
十
五
年

第

四

一
号
に
は

(
兵
廓
県
伺
)

五
月
十

五
[

御
省
過
般
御
頒
布

二
十
七
種
表
中
授
業
生
若

ク

ハ
助
手
ト
ァ
リ
、
右

ハ
授
業
生
ト
名
ク
ル
モ
若

ク

ハ
助
手

ト
名

ク
ル
モ
適

宜

ニ
シ
テ
、
其
資
格

二
於
テ

ハ
差
等
之

レ

明
治
前
期
の
小
学
教
員

149



明
治
前
期
の
小
学
教
員

ナ
キ
モ
ノ

ニ
候
哉
、
果
シ
テ
其
資
格
上
差
竿
ナ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
、
従
来
本
県

二
於
テ

ハ
補
助
員
及
授
業
生
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
而
シ
テ
其
補
助
員

ナ
ル
モ
ノ

ハ
他

ヨ
リ

雇
入
教
員
ノ
補
助

ヲ
ス
ル
者
ヲ
云

ヒ
、
其
授
業
生
ナ
ル
モ
ノ
ハ
生
徒
中

ヨ
リ
抜
挙

シ
テ
同

ク
教
員

ノ
為

メ
ニ
補
助

シ
テ
授
業
セ
シ
ム
ル
ヲ
云
フ
、
此
ノ
如
キ
モ
ノ
モ

爾
来
他

ヨ
リ
雇
入
ル
ト
生
徒

ヨ
リ
抜
挙

ス
ル
ト
ヲ
問

ハ
ス
授
業
生
若

ク

ハ
助
手
ト
名
称

シ

一
物
ト
ナ
シ
可
然
乎
、
若

シ
或

ハ
授
業
生
若

ク
ハ
助
手
ト
ァ
ル
モ
即
チ
授

業
生
助
手

ノ
ニ
物

ニ
シ
テ
其
資
格

ヲ
異

ニ
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
従
来
本
県

二
於
テ
呼
称

シ
来
リ
タ
ル
補
助
員

ヲ
授
業
生

卜
改

メ
、
授
業
生

ヲ
助
手
卜
改

メ
任
用
致
可

然
哉
、
柳
疑
団
ヲ
生

シ
候

二
付
何
分
ノ
御
指
令
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

(指
令
)

六
月
ヱ
ハ
日

書
面
前
段
伺
之
通

但
其
県

ノ
便
宜

二
因
リ
補
助
員
授
業
生

ヲ
区
別

シ
テ
授
業
生
助
手
ト
称
呼

ス
ル
モ
苦
シ
カ
ラ
ス

と
あ
る
。
兵
庫
県
の
伺

い
に
対
す

る
文
部
省

の
指
令

は
い
さ
さ
か
菌
切
れ
が
悪
い
が
、
こ
の
伺

い
の
中
に
補
助
員

・
授
業
生
に
対
す
る
兵
庫
県
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
て

貴
重
で
あ
る
。
即
ち
補
助
負
と
は
他

か
ら
雇
入
れ
て
教
員
を
補
助
す
る
も
の
、
授
業
生
は
生
徒
中
よ
り
抜
挙
し
て
教
員
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
わ
め
て
明
快
な
見

解
で
あ
る
。
し
か
る
に
県
は
そ
の
後
文
部
省
指
令

の
但
書
に
拠

っ
た

の
か
、
「
授
業
生
助
手
」
を
使
用
し
て
い
る
。
前
掲
の
十
月

二
日
の
達

(
乙
第
八
九
号
)
「
学
校
授
業

生
助
手
等

ノ
行
為

ハ
生
徒
教
養
上

二
影
響

ス
ル
云
々
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

一
時
的

で
あ

っ
た
と
み
え
、
兵
庫
県
で
は
文
部
省
の

「
授
業
生
助
手
」
に
対
し

「
補
助
員
授
業
生
」
が
定
着
し
て
い

っ
た

の
で
あ
る
。

⑳

補
助
員

の
検
定
制
度
と
授
業
生

の
消
滅

明
治
十
六
年

(
一
八
八
三
)
九
月
十
九
日
、
川
辺
郡

は
さ
ぎ
に
制
定
し
た
小
学
校
補
助
員
任
免
規
則
を
さ
ら
に

一
歩
す
す
め
て
、

(郡
第

一
三
号
)
を
定
め
た
。
そ
れ
は

第
壱
条

小
学
校
補
助
員
タ
ラ
ン
叡

ス
ル
者

ハ
輩

力
及
品
行

ヲ
験
定

シ
合
格
ノ
者

二
菟

許
状

(第

一
号

書
式

)
ヲ
授
隻

ベ
シ

但
年
一齢
十
四
年
以
上

ノ
者

タ
ル
ベ
シ

第
三
条

町
村
立
小
学
校
高
等
全
科
卒
業
証
書
ヲ
有

ス
ル
者

ハ
学
力
験
定

ヲ
要
セ
ス
免
許
状

ヲ
授
与

ス
ベ
シ

(
19

」

小
学
校
補
助
員
免
許
状

授
与

規

則

一一150一



以
上
の
ニ
カ
条
が
要
点

で
、
以
下
試
験
科
口
や
試
験
法

に
つ
い
て
細
く
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
ま
ず
第

一
に
学
力
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
、

一
四
歳
以
上
と
年
齢

制
限
を
設
け
た
こ
と
が
注
n
さ
れ
る
。

一
四
歳
で
は
、
通
常
な
ら
ば
小
学
校
中
等
科
卒
業
は

一
二
歳

で
あ
る
か
ら
検
定

は
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
授
業
生

の
存
在
に
も

微
妙
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な

い
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
第

三
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
高
等
全
科
卒
業
以
上
を
補
助
負
た
る
の
要
件
と
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

学
力
検
査

は
後
述
す

る
よ
う

に
中
学
科
卒
業
程
度

の
内
容
で
あ

っ
た
..
そ
れ
故
第
三
条

に
示
す
通
り
高
等
全
科
卒
業

の
者
は
学
力
検
査
を
要
し
な
い
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
補
助
員
た
る
条
件
が
き
び
し
く
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な

こ
と
で
あ
り
、
無
資
格
教
負
か
ら
脱
却

の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る

と

い
え

よ

う
。
あ
と
は
こ
の
条
件
を
き
び
し
く
実
施

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
.
翌
十
七
年
六
月
十
日
、
川
辺
郡
役
所
は
、
さ
き

の
任
免
規
則
で
補
助
負
の
任
免

は
郡
長

の
辞
令
書

に
よ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
に
こ
れ
が
守

ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
と
り
あ
げ

(
未
拝
命
補
助
負
の
存
在
は
す
で
に
述
べ
た
)
、
「
目
下
進
退
之
手
順
未
済
之

・
⑳

者

ハ
成
規
之
通
至
急
御
取
扱
和
成
度
」
(学
第
九
六
号
)
と
達
し
た
。

つ
づ

い
て
八
日
後

の
同
月
十
八
日
に
は
、
ふ・逗
・」
の
補
助
負
免
許
状
授
傍
規
則
第
三
条
に
よ
り
、
小
学
校
高
等
全
科
卒
業
生
お
よ
び
旧
制

の
上
等
小
学
全
科
卒
業
生
で
目

・
21

)

下
補

助
員

を
勤

め
て

い
る
も

の
に

は
免

許
状

を
下
付
す

る

の

で
、
七
月

一
日
ま

で
に
出
願

す
る
よ

う
達

し
た

(部

一
一
二
号
)
.

こ
う
し

て
、

検

定
を

必
要
と

し
な

い
補

助

員
有
資

格
者

に
ま
ず
免
許
状

を
交
付

し
、

つ
い
で
検
定

試

験

を
行

っ
て
合
格

者

に
免
許

状
を
下
付

、
不
合

格
者

お

よ
び
免

許
試
験
を
出

願
し
な

か

っ
た

も

の
は
免
職

に

す

る
と

い
う
手
順
を

示
し

て

い
る

の
で
あ

る
,・

し

か
し
、

こ
の
免

許
状

授
学
規

則

の
出

艶・、淑
た
十

六
年
九

月
十

九
日
以
後
十

八
年

.
月

に
至
る

き
玉
で
、
川

辺
郡

で
補
助

員
検
定
試
験
が
実

施
さ
れ

た
記

録

は
見
当

ら
な

い
。

ち

ょ
う
ど
そ

の
頃
、
明
治
十

七
年

か
ら

十

八
年

に
か
け

て
兵

庫
県

で
は
教

員

の
再
教

育

の
た

め

の
講
習

会
が
郡

ご
と

に
行
わ
れ

て

い
た
。
教
員
補
助

負

か
ら
授
業
生

{
22

一

に
至
る
ま
で
全
負
が
約

一
ヵ
月
悶
、
職
場
は
休
校
に
し
て
こ
の
講
習

に
参
加
し
た
。

こ
の
講
習
会
の
展
開
と
並
行
し
て
、
補
助
員
の
検
定
制
度
が
進

め
ら
れ
て

い
た
の
で

あ
る
。

川
辺
郡

の
講
習
会
が
終
デ
し
た
の
は
十
七
年
十
二
月
二
十
日
で
あ

っ
た

翌
1.
八
年

一
月
八
日
、
川
辺
郡
役
所
は
免
許
状
授
ケ
規
則
に
よ
る
補
助
員
免
許
試
験
を
当
月

三
十
日
に
実
施
す

る
こ
と
を
達
L
た
.、
現
在
補
助
負
勤
務

の
者

で
す
で
に
免
許
状
を
交
付

さ
淑
た
以
外

の
者

は
来
る
十
五
日
ま
で
に
試
験
願
書
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
、

門
23

一

「
右
期

日

二
至
リ
出
願
無
之
向

ハ
同
則
之
主
旨

二
拠
リ
本
月
十
五
日
限
リ
従
前
之
職
務

一
時
消
滅
候
筈

二
付
御
承
知
相
成
度
」
と
念
を
お
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
川

【
24

、

辺
郡

の
検
定

試
験

は

一
刀

十

四
日
に
至

っ
て

「
当
庁
都
合

二
拠

リ
」
延

期
す

る
旨
達

せ
ら
れ

た
.
そ
れ

は
そ

の
前

目
、
県

か
ら
学
事

検
閲
実
施

の
通
達
が

あ
り
、

至
急

そ

明
治
前
期

の
小
学
教
員

…-151一



明
治
前
期
の
小
学
教
員

の
方

の
準
備
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

川
辺
郡

の
検
定
試
験
は
延
期
に
な

っ
た
が
、
各
郡

で
実
施
さ
れ
た
検
定
試
験

は
表

4
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
す
で
に
十
七
年
十

一
月
中

に
第
二
回
の
補
助
員
検
定
試

験
を
実
施
し
た
美
嚢
郡

で
は
、
受
験
者
四
三
名
、
合
格
三

一
名
、
不
合
格

=

名
、
病
気
に
よ
る
半
途
退
場

一
名
と
報
じ
て
い
る

(『
雑
報
』
第

二
三
号
)
が
、

さ
ら

に

そ
の
検
定
試
験

の
影
響
に

つ
い
て
次
の
よ
う

に
報
告

し
て
い
る
。

補
助
員
授
業
生
改
良

(
美
嚢
郡
報
告
)
郡
内
各
小
学
校

ノ
補
助
員
授
業
生
若
ク

ハ
傭
員
等

ノ
モ
ノ
是
迄

ハ
学
力
及

ヒ
品
行

ヲ
検
定

セ
ス
其
儘
採
用

セ
シ
モ
ノ
往
々
之

レ
有

リ
シ
カ
、
嚢

二
補
助
員
以
下
検
定
規
則
井
聰
用
申
請
規
則

ヲ
発
布

シ
テ
専

ラ
右
改
良

二
著
手

シ
既

二
第

二
回
迄
該
員
検
定

ヲ
実
行

シ
、
合
格

ノ
モ
ノ

ハ
更

二
学

務
委
員

ヨ
リ
聰
用
申
請

セ
シ
メ
、
不
合
格

ノ
者
若

ク

ハ
検
定
ヲ
畏
避

シ
タ
ル
モ
ノ

ハ
今
回
残
ラ
ス
解
雇

セ
シ
ヲ
以
テ

↓
時
物
議
ヲ
来
タ
セ
シ
モ
、
畢
尭
改
良

ヲ
期

シ

テ
実
行

シ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
自
今

一
層
補
助
員
以
下

ノ
面
目
ヲ
改

ム
ル
ニ
至

ル
ヘ
シ

(『
雑
報
』
第

二
四
号
)

美
嚢
郡

で
は
検
定
試
験
の
実
施
が
物
議
を
来
た
し
た
と
報
じ
て
い
る
が
、
川
辺
郡

で
も
検
定
試
験

の
実
施
が
達
せ
ら
れ
た
直
後
に
、
補
助
員

の
辞
職
願

い
の
提
出
が
目
立

っ
て
い
る
。
能
力

の
劣
る
補
助
員
に
は
検
定
試
験

は

一
大
恐
慌

で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

補
助
員
に
対
す
る
規
制
ー

そ
れ
は
補
助
員
の
有
資
格
者
化
、
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
ー

が
、
こ
の
よ
う
に
各
郡
に
お
い
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
を
受
け
て
、
明

治
十
八
年
三
月
六
日
、
兵
庫
県

は
町
村
立
小
学
校
補
助
員
検
定
及
任
免
規
則

(
甲
第

一
九
号
)
を
制
定
し
、
さ
ら
に
同
日
こ
れ
に
加
え
て

今
般
甲
第
十
九
号
ヲ
以
テ
町
村
立
小
学
校
補
助
員
任
免
規
則
布
達
候

二
付

テ

ハ
従
前

ノ
補
助
員

ハ
本
年

六
月
三
十
日
ヲ
限
リ
更
ラ

ニ
検
定

ヲ
施
行

ス
ヘ
シ

但
本
文
検
定
済

ノ
上

ハ
直

チ

ニ
其
旨
開
申

ス
ベ
ク
、
又
授
業
生

ハ
本
文
検
定

ノ
際

ヲ
以
テ
罷
免

ス
ベ
シ

(
乙
第
五
二
号
)

と
達
し
た
。

こ
れ
ま
で
郡

に
ま
か
せ
て
い
た
補
助
員
問
題
に
つ
い
に
県
が
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
補
助
員
に
対
す
る
郡

の
権
限
を
県
に
と
り
あ
げ
た
の
で
は
な

い
。
こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
検
定
試
験
の
願
書
の
提
出
先
も
試
験

の
実
施
も
免
許
状

の
授
与
も
す
べ
て
郡
区
役
所

(
区
は
神
戸
区
)
と
な

っ
て
い
る
。
県
が
こ
の
規
則
に

よ

っ
て
規
定
し
て
い
る
の
は
試
験
科
目
と
試
験
法

(
こ
れ
は
同
規
則
第
四
条
第

五
条
)
、
そ
れ
か
ら
試
験

の
程
度

は
小
学
中
等
科
卒
業
程
度

で
あ
る
こ
と
、

免
許
状

の
有

効
期
限
は
三
力
年
、
補
助
員
の
月
給
額

は
八
円
以
下
と
い
う

こ
と
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
川
辺
郡

や
美
嚢
郡

の
よ
う
に
補
助
員
免
許
状
授
与
規
則
を
定
め
検
定
試

験
を
実
施
し
て
い
る
の
が
、
ま
だ
県
下
全
郡

に
及
ん
で
い
な
か

っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
表
4
は
県
下
各
郡
に
お
け
る
補
助
員
検
定
試
験
の
実
施
情
況
を

『
兵
庫
県
教
育
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明
冶
日[」

期
の

小

学

教

員

表4兵 庫県における補助員検定実施状況

年次 郡 実施月日 受験

M171明 イ17ツ ・F3F31…-1217

1神 戸 区7・15
1多 可 18.4～522

1飾 西8.5～6!25

i多 総8・64i

武 庫 ・菟 原,8.18131

多 可Ig.12～139

i)〔三 窪寡19.22～28541神 戸 区10 .2012

美 嚢111月43

84

M18

揖

多

赤
美
明
赤
飾

M191多

、養 父 朝 来

1神 戸
1多

紀

ヒ美二 漏
i美 嚢1
赤 穂

西112.3～5

紀11.15

穂11・21～22

嚢2.24～27

イ112.26～27

禾恵i3.16～17

東3.30～31,

14.13～15

区 「4.16

紀12.23

養 父 朝 来1

!神 戸 区

{1副

 

名

馬
辺
粟
紀
用
穂
東
石
西
可
西
含
東
崎

飾
加
津

有
川
宍
多
佐
赤
飾
明
飾
多
神
城

「津「美

多

飾
川

揖

1ユ1

1.12^-14

1.16^-19

1.23--24

2.2^-3

不 明

不 明

2月

12月
12月

2.28

13月 中i
明 中

城 崎 美含
加

飾
飾
津

名1

総
豊1
東16.14

出石 気
美

)ll

西
東

西
名

多

嚢

辺

・

3月 中

3月 中

3.16～17

3.18

3.22

3.25-26

3月

4.4～5

5.10

5.15～16

5月

5月

6月

6.19^-20

6ユ8

6,28～29

7,20

7.28

7.28-29

8.7～8

8.18～19

半途退場合格 不合格
欠 席

6

10

18

15

3

10

5

35

7

31

71

32

3214

2612

218

4419

3426

7654

172

287

12

20

23

16

9

23

16

11

13

10

19

17

15

7

17

1

15

1Q

6

33

23

13

12

13

10

17

17

29

11

32

13

1i

8

10

10

6

11

17

10

7

15

7

fi

7

5

9

11

7

6

11

is

9

6

3

16

16

4

6

4

6

10

8

19

b

14

2

6

6

5

4

11

5

4

10

1

3

1

10

4

11

13

1

15

11

13

17

8

18

15

19

4

5

6

6

1

8

9

4

4

5

9

3

7

1

6

4

4

z

3

16

7

9

5

9

4

7

9

9

4

16

9

5

1

3

6

∩
」

1

1

9
e

ら
σ

8

4

ワ
]

9
一

4
轟

1

-

n乙

-

り
D

-

1

9
】
2

1

1

1

9
】

つ
】

9
一

-
↓

∩∠

備

本年第4回
本年簾2回

本年第1回

本年第1回

考

部内便'自:の場所1こ出張 し検定

第4回

Ml7,12,21の4i:'に お け るJ:)ti',・'r

途 選 場 占 のll}倹 定

本年第 ユい11

}第8回

未だ補助員 の名称な き もの

従flitの補助員井に史に志願せしもの

本年第1回

本年第1回

一153一



明
治
前
期
の
小
学
教
員

雑
報
』
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
『
雑
報
』
に
欠
落
部
分
が
あ
る
に
し
て
も
、
県

の
補
助
員
検
定
及
任
免
規
則
が
出
さ
れ
た
十
八
年

三
月
以
前
に
実
施
さ

れ

た

の
が
極
め
て
少
い
の
も
こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
県
と
し
て
は
、
県
下
全
郡
が
川
辺
郡
や
美
嚢
郡
同
様
に
補
助
員
の
任
命

に
あ
た

っ
て
検
定

試
験
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
、
且

つ
そ
の
検
定
に
お
い
て
各
郡

の
問
に
差
異

の
生
ず
る
こ
と

の
な

い
よ
う
そ

の
検
定
基
準
の
統

一
を
計

っ
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
よ

っ
て
未
だ
検
定
試
験
を
受
け
て
い
な
い
補
助
員
は
同
年
六
月
三
十
日
に

一
斉

に
検
定
試
験
を
受
け

る
こ
と

に
な
り
、
も
し
受
験
手
続
を
し
な

い
も
の
、
不
合

格

の
も
の
は
、
こ
の
六
月
三
十
日
を
も

っ
て

一
斉
に
解
雇

さ
れ
る
こ
と
が
く
り
返
し
達

せ
ら
れ
た
。
授
業
生
は
こ
の
時
を
も

っ
て
罷
免
と
な

っ
た
。

冒
頭
に
掲
げ
た
兵
庫
県
学
事
検
閲
概
況

は
、

こ
の
よ
う
に
補
助
員
授
業
生
に
対
す
る
規
制
が
ま
さ

に
行
わ
れ
よ
う
と
す

る
時
期
の
教
育
現
場
の
実
態
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

学
制
以
来
無
資
格
教
員
と
し
て
文
部
省
か
ら
も
県
か
ら
も
顧
ら
れ
る
こ
と
な
く
下
積
み
の
地
位
に
甘
ん
じ
な
が
ら
、
草
創
期
小
学
校

の
教
員
数

の
絶
対
的
不
足
と
い
う

重
大
問
題
を
支
え
て
来
た
人
々
ー

彼
ら
無
く
し
て
は
草
創
期
の
小
学
校
教
育
は
き

っ
と
破
綻
し
て
い
た
に
ち
が

い
な

い
ー

名
称
も
助
教

・
助
手

・
授
業
生

・
補
助
員

・
雇
等
々
さ
ま
ざ
ま
で
、
こ
の
こ
と
自
体
彼
ら
が
組
織

の
中
に
き
ち
ん
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
無
資
格
教
員
が
、
明
治
十

六
年

に
な

っ
て
、
郡

の
段
階

で
は
あ
る
が
よ
う
や
く
下
級
教
員
と
し
て

一
定

の
資
格
が
認
め
ら
れ
、
検
定
試
験

・
免
許
状
授
学
と

い
う
関
門
に
よ

っ
て
そ
の
資
格
が
保
証

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
○

こ
れ
に
と
も
な

っ
て
兵
庫
県
で
は
翌
十
七
年
九
月
八
日
制
定
の
町
村
立
小
学
校
職
員
職
務

心
得

の
中

に
、
小
学
校
職
員

の
末
席
、
第

五
条

に

「
補
助
員
授
業
生

は
受
持

教
員

ノ
指
示

二
従

ヒ
其
教
授
ヲ
助

ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
記
し
、
法
的
に
も
彼
ら

の
地
位
を
明
確

に
し
た
。
そ
し
て
翌
十
八
年
三
月
、
こ
ん
ど
は
県
が
町
村
立
小
学
校
補
助

員
検
定
及
任
免
規
則
を
制
定
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
教
育
令
期

に
お
け
る

一
つ
の
成
果
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
小
学
校
令
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
当
然
補
助
員

・
授
業
生
問
題

は
小
学
校
令
期
に
も
持
ち
越
さ
れ
、

一
旦
消
え
た
授
業
生
も
復
活
す

る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
が
教
育
令
期
に
お
い
て
到
達
し
た
と
こ
ろ
で

一
旦
締
め
く
く
り
、
小
学
校
令
期
の
問
題

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
一
九
八
五

・
八

∴

一九
)
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兵
庫
県
学
事
検
閲
に
つ
い
て
は
拙
稿

「明
治
十
年
代
の
小
学
校
ー
兵
庫
県
学
事
検
閲
概
況
を
中
心
に
ー
」
『
地
域

研
究
い
た
み
』
12
号
.

明
治
⊥

ハ年
レ

万

乙
第

;

充

号
教
育
雑
報
発
行
手
続
に
も
と
づ
き
、
+
七
年

万

創
刊
、
明
治
二
+
二
年

六
月
第

二

三
.写
を
も

っ
て
廃
刊
と
な
・。
、
前
掲
拙
稿
。

前
掲
拙
稿
に
お
い
て
こ
の

『
雑
報
』
の
現
存
す
る
も

の
は
伊
丹
車

v
傅

物
館
に

茜

冊
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

に
七
〇
冊
、
両
者
の
覆

す
る
部
分
を
除
い
て
欠
本
は
三
六
冊
と

迂
目
い
た
が
・
最
近
姫
路
市
の
大
江
脅

治
会
所
婆

需
中
に
創
罰
号
か
ら
第

;

.・ヴ
ま
で
の

ゴ
.冊

が
発
見
さ
れ
、
欠
本
は
二
.、再

と
な

っ
た
、
な
お
学
事
検
閲
概
況
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
は
す
べ
て
伊
丹
市
疏
博
物
館
所
蔵
本
で
あ
る
。

兵
庫
県

で
は
明
治
壱

年

の
二
刀
か
ら
脅

に
か
け
て
小
学
区
の
大
統
合
が
郡
ご
と
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
、
氷
上
郡

に
お
け
る
恋

距
区
統
ム
・
の
県
達
は
同
年
三
月
古

堕

Q
あ
る
、
こ

れ
が
実
施
さ
れ
た
年
月
日
は
い
ま
明
ら
か
に
』

差

い
が
、

こ
の

羅

報
』

に
掲
載
さ
れ
た
郡
視
学
の
視
察
報
告

に
見
ら
れ
る
学
区
番
号
は
明
ら
か
に
こ
の
大
統
八
.
以
前

の
も

の
で
あ

る

9
コ
小
論
」
は
国
立
教
育
研
究
所
に
お
い
て
復
刻
さ
れ
、
佐
藤
秀
夫
氏
の
解
題
を
附
し

畢

雰
諮
問
会

と
文
部
省
示
諭
』
と
題
し
て
闘
行
さ
れ
た
。

小
西
新
右
衛
門
文
書
・
『伊
丹
出

』
第
五
発

四
.ニ
ベ
↓

、
お
よ
び
拙
編

『伊
丹
教
育
史
料
崩

治
前
期
川
辺
郡
教
ム目
関
係
資
料
止

(近
口
印
、
以
ド

『舞

塾

目
史
料
』

と
略

す

)

一
二

ぺ

ー

ジ

リ

同

前

掲

文

書

、

前

掲

両

者

五

四

六

ヘ
ー
ジ

お

よ
び

一
六

ぺ

ー
ジ

、

郁
論
膝
桂

次

郎

所

心威
、

『
赤

　櫨
』巾
中
へ』

第

六
巻

一
.
.三
ハ
ペ

ー

ジ
以

下

。

小
西
新
右
衛
門
文
書

示

学
校
讃
達
之
写
第

蕃

L
、
『伊
丹
教
育
史
料
』
二
七

↑

.シ
以
ド
。

小

西

新

上石
脚蘭
門

論又
勲
日
、

鴇朋
掲

堂
見
.一
四

ぺ

ー

ジ

以

、卜

Q

森
岡
昌
純
の
官
僚
嚢

に
つ
い
て
は
拙
笹

,明
治
前
期

に
お
け
る
学
区
の
変
章

と
・
、
に
兵
庫
県
川
辺
郡
の
学

区
に
つ
い
ノ、、…
笥

地
域
史
研
窓

築

.蕃

笙

目万
。

東
多

田
部
落
有
文
書
、
『
か
わ
に
し
』
(川
西
市
史
)
第
五
巻
四
三

一
ぺ
ー
ジ
以
下
。

有
年
原
自
治
会
所
蔵
原
村
文
書

「文
運
振
起
シ
学
費
減
法
ヲ
需

・
ソ
為

・
区
会
開
設

ス
ル
原
按
」
、
『赤
穂
市
史
』
第
六
巻

西

五
ぺ
↓

以
下
。

兵
庫
県
が
明
治
卜
七
年
全
県
下
に
実
施
し
た
小
学
区
の
統
合

は
、
高
中
初
、奪

科

(八
ケ
年
)

の
揃

。
た

不

遇め
校
を
中
心
に
、
窃

等
科

(
六
ヶ
年
)

の
数
ぬ

狛
模

さ
ら
に
そ
れ

よ
り
も
数
の
多

い
初
等
科

(三
ケ
年
)
だ
け
の
数
小
学
校
を
合
わ
せ
た
学
校
群
を
も

っ
て

不

ル
.
区
と
す
る
も

望

.あ

っ
た
.
明
治
レ

、
年
頃

と
考
え
ら
れ
.。
赤
穂
郡
第
二
小
区

の
統

合

計

画

は

こ

の

十

七
年

の
県

の
統

合

計

画

を

先
取

り

し

た

も

の

と

い

え

よ

う

。

倉

沢

剛

『
小

学

校

の
歴

史

11
』

六

。
一六

ペ

ー

ジ
以

下
。

粘胴
掲

融
ロ
ムハ
○

ヒ

ペ

ー
ジ

以

ド

○

龍

ロ
ル
赴

文

肇
目

「
愚
距
ル仰
八
罰
達

綴

」
、

『
伊

丹

教

ム目
中
入
料

』

一
四

、

へ
ー

ジ

、

同

犠酬
　掲
冗
又
盤
日
、

縞削
掲
　煮
目
.
四
〔・八

へ
ー
ジ

リ

同
斌
馴
掲

文

書

、

机朋
掲

書

一
六

κ

へ
ー

ジ

以

ド

リ

明
治
前
期
の
小
学
教
員
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龍
見

越
文

書

「
当

郡

庁

ヨ
リ
御

達

書
綴

」
、

前
掲

書

、
ヒ

ヒ

ペ

ー
ジ
。

同
前

掲
文

書

、
前

掲

書

一
七

八

ペ

ー

ジ
。

再
教
育

の
た

め

の
教

員

補

助
員

講

習
会

は
補

助
員

授
業

生

問
題

と
深

い

か
か
わ

り

が
あ

る

の
で
本

稿
中

に
論
ず

る

予
定

で
あ

っ
た
が

、

で
、
後

日
稿

を
改

め
て
紹

介

し

た

い
。

龍

見

越
文

書

「
従

郡
役

所

井
学

務

委
員

御

達
綴

」
、
『
伊
丹

教
育

史
料

』

一
八

二

ペ
ー

ジ
。

同
前

掲
文

書

、
前

掲
書

一
八

三

ペ

ー
ジ
。

枚
数
が
大
幅
に
超
過
す
る
こ
と
に
な

っ
た

の

(補

注
)

生

徒

の
中

か
ら
抜

挙

し

て
教
師

の
補

助

を

さ

せ
る

の
を

、
大

阪
府

で

は

「
舎

長

」

と
称

し
て
、

早
く

か
ら
制

度
化

し

て

い
た

よ
う

で
あ
る

。
明

治

八
年

十
月

二
十

九

日

の
府
達

に

は

「
該

校

教
師

二
於

テ
生

徒

受
持

之
際

教

育

周
備

可

相
成

為

生
徒

之
内

人
撰

シ
舎

長

ヲ
置

キ
授
業

補

助

可
為
致

候

事
」

と
あ

り

、
そ

の
人
撰

は
学
区
取

締

と
教

員

の
協

議

に

よ
る

こ

と
、

任
期

は

三

ヶ
月
、

再
撰

可
能

な

ど
が

示

さ

れ

(
『
大

阪
府

教
育

百

年
史

第

二
巻

史

料
編

ω
』

一
四

二
ぺ

t
ジ
)
、

翌

九
年

九
月

の
小

学

教
員

給

料

井
舎

長
手

当
表

に
は
訓
導

・
訓
導

補

・
助

教

・

舎

長

の
序

列

で
給

料

・
手

当
が

示

さ

れ

て

い
る
。

訓
導

は

一
等

か
ら

五
等

ま

で
あ

り

、
そ

の
給

料

は

二
〇

円

か
ら

一
〇

円

ま

で
の
五

段
階

、
訓

導
補

は

晶
級

か
ら

三
級

ま

で
で
給
料

は

一
〇

円

か
ら

四
円

ま

で

の
三
段

階
、

助

教

は
等
級

な

し
で

四
円

か

ら

コ
円

ま

で
、

そ

し

て
舎

長
手

当

は

一
円

か
ら

三
〇
銭

ま

で
で
あ

る

(同
前

二

二
二

ぺ

ー
ジ
)
。

さ

ら

に
翌

十
年

五
月
改

正

の

大
阪

府
小

学
校

則

(
同
前

四
〇

ぺ

ー
ジ
)

は

「
第

一
章

通

則
」
第

十

一
条

に

「
生

徒

ノ
中

年

長

ニ
シ
テ
学
業

俊
秀

ナ

ル
者

ヲ

撰

ヒ
舎

長

ト

ナ

ス
」

と
あ

る
ば

か
り

で
な
く

、

「
第

二
章

教
員

須
知

」

一
九

ヶ
条

に

つ
づ

い
て

「
第

三
章
舎

長

心
得

」

を
設

定

し
、

第

一
条

「
舎

長

ハ
生

徒

ノ
内
高

等

二
進

ミ

シ
老

コ
レ

ニ
当

ッ
、
其

行

フ
所

梢
教

員

二
亜

ク

ヲ
以

テ
篤
実

温

和
実

行

共

二

正

シ
ク

ス

ル
事
」
、
第

二
条

「
都

テ
教

員

ノ
指
揮

二
依

リ
生
徒

ヲ
教

授

ス

ル
事
」
等

、

五

ヶ
条

の
心
得

を
定

め
て

い
る
。

こ

の
注

目

す

べ
ぎ

舎
長
制

度

が

い

つ
ま

で
存

続

し

た

か

に

つ
い

て

は
、

同

書
第

一
巻

概

説
編

に
も

考

察

が

な
さ

れ

て

い
な

い
が

、
大
森

久
治

著

『
明

治

の
小

学
校

ー

学
制

か
ら
小
学

校
令

ま

で

の
地

方

教
育

ー
』

に
よ

れ
ば

、
明
治

十
'
、年

ご

ろ

か
ら
助

教

に

置

ぎ

換

え
ら

れ

る

よ
う

に
な

り

、
学
校

に
よ

っ
て
は
十

四
、

五
年

ま

で
存

続

し
た

と

い
う

く
同
書

一
〇
〇

ペ
ー
ジ
)
。
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